
播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1

色版■■■　本文フォーマット　UD新丸ゴ　10pt　行間　15.55pt 

　竹田城跡のカメラスポットは「立雲峡」が知られています
が、もうひとつ「藤和峠」のカメラスポットがあります。その
「藤和峠」へ行き、近くの「大将軍杉」を見学したのちに、城
下町竹田のまちなみ散策をします。「寺町通り」はお寺や小
川、石橋などが歴史を感じさせてくれます。また、竹田駅周辺
の通りには旧家を改造したカフェやお土産屋さんなど、次々と
お店ができています。歴史ある城下町のまちなみを散策して、
古き良き時代にタイムスリップしてみてはいかがですか？
（注）竹田城跡には登りません。
▶出発日　7月4日（火）、6日（木）、10日（月）、12日（水）
▶費用　3,500円
▶行程　土山駅10：00→播磨町役場10：10→各コミセン→市川   

ＰＡ11：00～11：10→ふれあいの家11：45～12：30→
藤和峠～竹田まちなみ散策13：00～14：30→但馬の 
まほろば14：45～15：15→播磨ふれあいの家15：30
→各コミセン→播磨町役場→土山駅17：00

※昼食は播磨ふれあいの家で召し上がっていただきます。
※昼食準備の関係で、キャンセルは2日前までにお願いしま
す。
※最低催行人員は10人です。

【播磨ふれあいの家から車で20分程度】
　神子畑鉱山跡に残る「神子畑鋳鉄橋」
は現存する全鋳鉄製の橋としては日本
最古のもので国指定文化財（建造物）で
す。また、ムーセ旧居は、明治４年12月
ごろから翌年以降にかけて生野鉱山に
建設されたであろう 5 棟の外国人宿舎
の一つです。神子畑鉱山の開発にともな
い、明治20年にこの地に移設され、事務
舎、診療所として利用され、これまでム
ーセ旧居の名称で親しまれてきました。

但馬情報特急　情報サイトより

「竹田まちなみ散策と
大将軍杉～竹田城跡を望む」参加者募集
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行政相談
 日時 ６月26日（月） ９：30～11：30
 場所 中央公民館
消費生活・多重債務相談
 日時 毎週月～金曜日（祝日除く）
  ９：00～16：00
 場所 住民グループ
 電話相談・問合せ　
 ☎０７９（４３５）１９９９
司法書士による多重債務相談（予約が必要）
ローンやクレジットの返済でお困りの
方はご相談ください。
 日時 毎月第２木曜日13：30～15：30
 場所 中央公民館
 申込み・問合せ
 消費生活センター
 ☎０７９（４３５）１９９９
休日納税相談窓口
 日時 毎月第４日曜日
  9：00～12：00
 場所 税務グループ（中央公民館側通

用口をご利用ください）
税理士会の税務相談（予約が必要）
 日時 ６月６日（火）、13日（火）、
  20日（火）、27日（火）
  13：30～16：30
 場所 加古川税理士会館
 問合せ  近畿税理士会加古川支部
 ☎０７９（４２１）１１４４
税務相談（予約が必要）
 日時 ６月２日（金） 13：00～15：00
 場所 播磨町商工会館
 対象 商工業者
 申込み・問合せ  播磨町商工会
 ☎０７９（４３５）１６３０
起業・開業相談（予約が必要）
 日時 ６月９日（金） 13：00～15：00
 場所 播磨町商工会館
 対象 開業予定者及び開業まもない方
 申込み・問合せ  播磨町商工会
 ☎０７９（４３５）１６３０

法律相談（予約が必要）
 日時 ６月６日（火）、20日（火）
  10：00～12：00
  ６月12日（月）、26日（月）
  18：00～20：00
 場所・申込み　中央公民館
 （窓口での申込順。電話予約不可）
心配ごと相談
 日時 毎週火曜日（祝日除く）
  13：00～16：00
 場所 福祉しあわせセンター
困りごと相談
 日時 ６月１日（木）、８日（木）、
 　　 22日（木）
  13：00～15：00
 場所 福祉しあわせセンター
人権相談（常設相談）
 日時 毎週月～金曜日（祝日除く）
  ８：30～17：15
 場所 神戸地方法務局加古川支局
 ☎０５７０（００３）１１０
 （全国共通ナビダイヤル）
地域ふれあい介護相談
 日時 毎週金曜日
 場所 あっぷるグループホーム播磨
  （野添401-3）
 申込み・問合せ
 ☎０７８（９４４）１７９９
福祉相談
 日時 ６月７日（水）、21日（水）
 　　 13：30～16：00
 場所 福祉しあわせセンター
知的障がい者（児）相談
 日時 毎月第２火曜日 13：00～14：30
 場所 石ヶ池公園パークセンター
身体障がい者相談
 日時 毎月第４月曜日 10：00～12：00
 場所 地域連携交流施設
　☎・ ０７９（４３７）００３７
　※☎・ はNPO法人アエソンにかかります。

障がい福祉なんでも相談室
 場所　福祉しあわせセンター
	 知的障害  毎週火曜日 10：00～12：00
	 身体障害  毎週木曜日 10：00～12：00
	 精神障害  毎週金曜日 10：00～12：00
 ※祝日を除きます。
 申込み　電話で予約が必要です
 ☎０７９（４３５）２３６１
母子家庭相談（予約が必要）
 日時 ６月14日（水）
  10：00～16：00
 場所・申込み　福祉グループ
子育て相談（事前問合せ必要）
両施設で来所相談を行っています。

（祝日除く）
◎北部子育て支援センター
 日時 毎週月～土曜日10：00～16：00
 電話相談・問合せ
 ☎０７８（９４４）０７１７
◎南部子育て支援センター
 日時 毎週月～土曜日10：00～16：00
 電話相談・問合せ
 ☎０７９（４３７）４１８８
臨床心理士による子育て相談
予約が必要です。
◎北部子育て支援センター
 日時 ６月７日（水） 13：30～15：30
 申込み・問合せ
 ☎０７８（９４４）０７１７
◎南部子育て支援センター
 日時 ６月14日（水） 13：30～15：30
 申込み・問合せ　
 ☎０７９（４３７）４１８８
子どもの悩み相談
 日時 毎週月～金曜日
  ９：00～16：00
 場所 役場第２庁舎３階
  ふれあいルーム（電話可）
 ☎０７９（４３７）４１４１

６ 月 の 各 種 相 談

６月１日は「人権擁護委員の日」

　全国人権擁護委員連合会は、６月１日を「人権擁
護委員の日」と定め、「特設人権相談所」の開設など、
この日を中心として人権思想の啓発に努めています。
ご存知ですか？～人権擁護委員～
　人権擁護委員は、地域の住民が人権について関心
を持てるような啓発活動を行ったり、地域の皆さん
から人権相談を受けるなどの活動を行っています。
播磨町には、町長から推薦されて、法務大臣が委嘱
した次の委員がいます。
 

▶人権擁護委員氏名（敬称略）
・加田平靖子（西野添３丁目） ☎078（942）7210
・橋本俊彦（北野添１丁目） ☎078（943）0597
・細田知秀（北本荘３丁目） ☎079（437）1364
・本田恵子（西野添２丁目） ☎078（942）0140
・吉川健次（古宮） ☎078（942）9005
▶困りごと相談　毎月第２・第４木曜日（祝日の場
合は休み）13：00 ～ 15：00
▶特設人権相談日　６月１日（木）、12月１日（金）
13：00 ～ 15：00
▶場所　福祉しあわせセンター
▶問合せ　福祉グループ　☎079（435）2362

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

若
松　

育
雄

「
啐そ
っ
た
く
ど
う
じ

啄
同
時
」

　

20
年
以
上
前
の
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
か
、
拙せ

っ

宅た
く

の
軒
下
に
燕つ

ば
め
が

巣
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
特
に
深
い
感
懐
が
あ
っ
た

訳
で
は
な
く
、
風
物
詩
程
度
に
感

じ
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
数

年
が
経
っ
て
そ
の
巣
を
取
り
払
っ

た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。無
く
な
っ

た
季
節
感
の
一
つ
に
少
し
寂
し
く
、

少
し
残
念
な
思
い
を
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
十
数
年
経
っ
た
昨

年
、
同
じ
場
所
に
燕
が
巣
を
作
っ

た
の
で
す
。
同
じ
燕
が
作
っ
た
も

の
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の

よ
う
に
私
は
燕
の
巣
作
り
に
見
入

り
ま
し
た
。
決
し
て
精
巧
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
増
し
に

巣
は
大
き
く
な
り
、
い
つ
か
大
き

な
く
ち
ば
し
を
広
げ
る
数
羽
の
雛

が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
初
夏
の
あ
る
日
、

燕
の
親
子
の
姿
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か

し
鮮
や
か
な
記
憶
で
す
。

　

同
じ
く
20
年
以
上
前
に
私
は
先

輩
か
ら
「
教
育
に
は

啄
同
時
が

大
切
だ
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
「

（
そ
つ
）」
と
は
、
鶏
の
雛

が
卵
か
ら
出
よ
う
と
し
て
、
殻
の

中
か
ら
音
を
立
て
て
叩
く
様
を
指

し
ま
す
。「
啄
（
た
く
）」
と
は
、

そ
の
と
き
、
親
が
卵
の
殻
を
外
か

ら
つ
い
ば
ん
で
破
る
様
を
指
し
ま

す
。
こ
の
「

」
と
「
啄
」
が
同

時
に
起
き
て
こ
そ
無
事
に
雛
は
孵か

え

る
と
い
う
禅
語
で
す
。

　

雛
は
す
な
わ
ち
子
で
あ
り
、
親

は
ま
さ
し
く
親
で
あ
り
、
学
校
・

地
域
社
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
必
要
性
を
適
時
に
見
分

け
、
受
け
止
め
、
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
、
こ
れ
が
教
育
の
「

啄

同
時
」
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
小
さ
い
時
、
子
ど
も

の
「

」
は
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
の
泣
き

声
で
、
お
乳
が
欲
し
い
の
か
、
お

む
つ
を
替
え
て
ほ
し
い
の
か
、
と

い
っ
た
具
合
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
子
ど

も
の
「

」
は
聞
き
取
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
分
か
ら
な

く
な
る
、
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し

か
し
、
子
ど
も
は
必
ず
「

」
を

発
し
て
い
る
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
絶
え
ず
身
守
る
こ
と
、
子
ど
も

と
共
に
あ
る
こ
と
、
子
ど
も
の
思

い
に
添
う
こ
と
。
そ
こ
か
ら
「
啄
」

は
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
啄
」
な
し
に
子
ど
も
は
、
社
会
と

い
う
殻
の
外
に
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

久
し
ぶ
り
に
来
た
燕
は
「

啄

同
時
」
を
や
り
遂
げ
た
の
で
し
ょ

う
。
今
年
も
雛
た
ち
の
巣
立
ち
の

季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

35
広報はりま 29.6

34
広報はりま 29.6


